
海岸地域に適した緑化樹選び（Ⅰ）
－塩風害の発生しやすい地域と海からの距離－

清水 一

海岸では，強風によって海から多量の塩分が塩風となって運ばれてきます。そのため，植栽された樹

木が塩風によって枯損する被害が数多くみられます（写真－１）。被害が激しくなると枝が枯れるだけで

なく，樹木の片側や上半分が枯れたり（写真－２），全体が枯れてしまう場合もあります。

北海道は日本海，太平洋，オホ－ツク海に囲まれており，各地域に塩風によって樹木が枯れやすい環

境の海岸があります。しかし，塩風による被害の発生は必ずしも一様ではありません。被害の発生は立

地条件や樹種によって差がみられます。同一の樹種（たとえばエゾヤマザクラ）を植栽しても，生育し

ている立地条件が違うと枯損被害が発生しない場合がみられます（図－１）。また，樹種によっても被害

発生に差がみられ，同じ場所に植栽しても，塩風で枯れることなく健全に生育している樹種もあれば，

逆に塩風に弱く片側半分が枯れてしまう樹種もあります（写真－３）。

このように，塩風による樹木の枯損被害は，地域によって違いがあるとともに，樹種によっても差が

あります。今回は，どこの地域で塩風被害が発生しやすいかを述べ，樹種による枯損被害のおこりやす

さの違いを次回に報告します。

枯損被害を調査した場所

被害の発生しやすい地域を特定するため，全道各地の海に面した市町村に植栽されている緑化樹につ

いて，塩風による枯損被害調査を行いました。調査箇所は12支庁，78市町村，794箇所で（図－２），調

査の対象とした緑化樹は，公園，街路樹等，周囲が開放されて塩風が当りやすい場所に植栽されている

全樹種を対象とし，１箇所につき各樹種３～５本を調査しました。調査本数は全体で約13,000本になり

ました。
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写真－１ 塩風によって枝が枯れた
ナナカマド

写真－２ 塩風によって上半分が枯れたエゾヤマザクラ



枯損被害の種類

各樹木の塩風による被害の程度を，無被害から激害（地上部全枯れ）までの９段階に区分しました

（図－３）。主な被害を説明すると次のようになります。

小枝枯れ：樹木各部の小枝が枯れる被害で，樹木はほぼ健全に生育するものの，小枝が枯れる影響を

受けて，樹形はずんぐりした状態に育ちます。緑化樹として使用する上で大きな問題はありません。

枝先枯れ：樹木の枝先が枯れる被害です。花や果実をみることはできますが，先端が伸長しなかった

影響で，樹形が乱れて緑化樹としての美しさに欠けます。

大枝枯れ：樹木の生育に欠かすことのできない大きい枝が枯れます。成長に悪影響が出るとともに，
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図－１ 植栽場所による枯損被害の違い
［エゾヤマザクラの事例］

写真－３ 同じ場所に植栽して，枯損被害の発生して
いない樹種と片側の枝が枯れている樹種

図－２ 調査を行った市町村



緑陰，修景といった緑化樹に期待される機能が大

きく損なわれます。

全体先枯れ：樹木の先端部や枝先の大半が枯れ

る被害です。樹形は大きく乱れ，花や果実の数は

著しく少なくなります。

上半分または片半分枯れ：樹木の上半分や片側

が枯れてしまう被害。花や果実は期待できず，緑

陰効果や景観向上等の緑化樹としての機能を失い

ます。

地上部全枯れ：地上部が全部枯れてしまいます。

樹種を変えて植え直すか，塩風が直接当らないよ

うな工夫が必要です。一部の樹種は地下の根株か

ら萌芽枝が出てくる場合もありますが，元の大きさに育つことは困難です。

地域別にみた枯損被害の発生状況

調査した各市町村別に，全調査木の枯損被

害を数値化して平均を求めると，枝先枯れや

大枝枯れのような緑化樹としての機能を損な

う被害は，日本海沿岸市町村で多く発生して

いました。太平洋沿岸の一部市町村でも枝先

枯れ被害が発生していましたが，発生市町村

数は少数でした（図－４）。

各海域別に，調査した全ての緑化樹枯損被

害の平均を算出すると，日本海沿岸は小枝枯

れから枝先枯れ，太平洋沿岸は無被害から小

枝枯れ，オホ－ツク海沿岸は小枝枯れの結果

を得ました。つまり，日本海沿岸では，多く

の市町村で植栽した緑化樹は小枝枯れから枝

先枯れの枯損被害が発生する可能性が高いと

いえます。

日本海沿岸で枯損被害が発生しやすい理由

塩風による樹木の枯損被害は，海からの飛来塩分によって発生します。しかし，樹木に飛来塩分が付

着しても，雨が降れば洗い流されて枯損被害は発生しません。

そこで，海からの塩分飛来が多くなるといわれている風速７ｍ／秒以上の強い風が吹き，雨が降らな

い日数を風向別に求めてみました。その結果，塩風被害の発生しやすい日本海沿岸の初山別村や江差町

は，西方向からの風が多いことがわかりました（図－５）。日本海沿岸市町村は西方向に日本海があり，西

方向からの強い風は容易に海から塩分を運んでくる立地条件にあります。そのため，日本海沿岸は塩風

による樹木の枯損被害が発生しやすいといえます。

一方，太平洋沿岸の釧路市やオホ－ツク海沿岸の紋別市も，日本海沿岸と同じく西方向からの風が多
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図－３ 塩風による樹木枯損被害の区分

図－４ 市町村別にみた緑化樹の平均枯損被害



い結果を得ました。太平洋沿岸やオホ－ツク

海沿岸の場合，西方向は陸地となっている場

合が多く，そのため飛来塩分量が少なく，樹

木の枯損被害が日本海沿岸に比べて軽微であ

ったと考えられます。

日本海沿岸でも枯損被害の少ない事例

西方向に海がある日本海沿岸では，樹木の

枯損被害が多くなることがわかりましたが，

同じ日本海沿岸でも古平町のように西方向が

海に面していない市町村もあります。そこ

で，海から2000ｍ以内にある日本海沿岸調査

箇所のうち，西方向が海に面している場合と

面していない場合に分けて被害の発生状況を

それぞれまとめてみました。2000ｍという数

値は，一般的に海から2000ｍ以内の林を海岸

林と呼ぶ事から採用しました。

日本海沿岸で西方向が海に面している調査

箇所は，全調査木のうち無被害が37％でした

が，西方向が海に面していない調査箇所では

76％と倍の値となりました（図－６）。日本海

沿岸でも西方向に海がない調査箇所は，太平

洋沿岸やオホ－ツク海沿岸に比べても樹木の

枯損被害が少ないことがわかりました。

これらの結果から，樹木の枯損被害は地域

的には日本海沿岸で発生しやすいものの，同

じ日本海沿岸でも西方向が海に面していない

場所では被害の発生が少ないといえます。

海からの距離別にみた枯損被害の発生状況

塩風による樹木の枯損被害は，同一市町村

においても海からの距離によって激害であっ

たり，軽微であったりします。これは，海か

らの飛来塩分は内陸に入ると地表面，草などに付着して次第に少なくなるためで，市街地では建物や各

種の工作物に遮られ，さらに飛来塩分量は少なくなります。従って海から離れるほど塩風による樹木の

枯損被害の発生は少なくなることが予想されます。

全道各地で調査した樹木の枯損被害と海からの距離の関係をみると，バラツキがみられるものの，海

から離れるに従って樹木の枯損被害は軽微な小枝枯れや無被害が多くなっていく傾向にありました（図

－７）。

次に日本海沿岸，太平洋沿岸，オホ－ツク海沿岸の各地域において，どれだけ海から離れると枝先枯
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図－５ 風速７ｍ/秒以上の強い風が吹いて，雨が降ら
なかった日の風向別日数

（1998年から2001年の年間平均）

図－６ 地域別，場所別にみた調査樹木の枯損被害形態



れ被害と全体先枯れ被害が発生しなくなるか

求めてみました。値の算出は，各地域別に海

からの距離と枯損被害の関係を直線回帰とし

て求めました。

枝先枯れ被害が発生する海からの距離は，

日本海沿岸は590ｍで，太平洋沿岸に比べて

170ｍも海から内陸側に入っていました（図－

８）。つまり，緑化樹を海岸に植栽する場合，

緑化樹として最低限の機能が期待できる枝先

枯れ被害より軽微な被害とするためには，日

本海沿岸は海から590ｍ以上離す必要がある

訳です。

同様に緑化樹としての機能を大きく損失し

ているものの，生存が可能な全体先枯れ被害

が発生する距離も，地域で大きな差がありま

した。全体先枯れが発生する海からの距離

は，日本海沿岸は500ｍ，太平洋沿岸は270ｍ，

オホーツク海沿岸は400ｍでした。全体先枯

れ被害を回避するためには，日本海沿岸は太

平洋沿岸やオホ－ツク海沿岸に比べて，100か

ら230ｍも海から内陸側に入って植栽しなけ

ればならないことがわかりました。

おわりに

今回の話をまとめると次のようになりま

す。

①塩風による樹木の枯損被害が発生しやす

いのは日本海沿岸で，太平洋沿岸やオホ－ツ

ク海沿岸は発生が少ない。

②日本海沿岸で塩風による枯損被害が発生

しやすいのは，雨が降らないときに強い西風が多く吹き，海から塩分が飛来しやすい条件にあることに

よる。

③日本海沿岸でも，西方向が海に面していない場合は塩風による被害は少なくなる。

④特定の枯損被害は，日本海沿岸の方が太平洋沿岸やオホ－ツク海沿岸に比べて海から離れた内陸側

まで発生していた。

以上の結果を得たが，樹木の枯損被害は最初に述べたように地域的な差のほかに，樹種による差もあ

ります。そのため，今回示した枯損被害が発生する海からの距離も，樹種によって変わってくるはずで

す。次回は樹種による差を検討していきます。

（管理技術科）
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図－７ 海からの距離と樹木の枯損被害発生の関係
１つの点は各調査箇所における調査木（３～
５本）の平均値

図－８ 各地域別にみた特定の枯損被害が発生する
海からの距離




